
平成２７年度地域連携ＨＡＣＣＰ導入実証事業（モデル事業）

事業目的

食品製造等における衛生管理手法であるHACCPの普及促進を図ることにより、食中毒の未然防止や食中毒発生時に
おける迅速・適確な原因究明、再発防止など食品衛生の確保を図るとともに、政府の農林水産物・食品の輸出促進策
を視野に入れた国際的な対応を可能とすることを目的とする。
また、本事業実施により、HACCP導入促進に向けた地域の連携を図るとともに、導入の過程・結果で得られた効果等に
ついて、助言・指導を行う全国の自治体や関係事業者等において幅広く共有するとともに、中小事業者を始めとした民
間事業者のHACCP導入がより促進されるための方策の検討に活用する。

事業内容

① 食品等事業者のHACCP導入を普及するために、自治体（近隣自治体を含む）が地方厚生局等関係機関と協力しな
がら、普及策を策定する。

② 自治体に食品等事業者のHACCP導入を実際に支援してもらい、食品等事業者がHACCPを導入していく過程で生じた
課題、その課題に対して実施した解決策などを詳細に記録し、またHACCPを導入する施設の導入状況の変遷も写
真に記録し、国に報告する。

③ また、HACCP導入による食品等事業者の従業員の意識の変化、生産性の向上等、HACCP導入の効果についても調
査し、国に報告する。
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結果を取りまとめ公表・結果の共有
（自治体による助言、事業者の導入時の事例集として活用）

中小事業者を始めとした民間事業者のHACCP導入
がより促進されるための方策の検討に活用する。
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